
【櫻井先生講演の要約】 

 

要約（全体像） 

コミュニティナースは、地域の「ウェルビーイングなまちづくり」を実現し、それを広

げて継続する仕組みとして設計されている。目指す健康は「身体的健康」「精神的

健康」に加えて、特に重視するのが「社会的健康」。社会的健康とは、他者や社会と

建設的に関係を築ける状態で、信頼・共感といった要素に加え、互恵性（助け合い・

支え合い／一方的支援でなく相互に与え受けする関係）を大切にする。 

活動領域は、医療の“治療”のように明確に線引きされるものではなく重なり合う

が、主な対象はヤクルトレディが日々訪問している家庭にいる、現時点では「心身・

精神・社会的にも概ね元気」な人たち。つまり、本人が「自分は困っていない」と自

覚していることも多い層に関わるのが特徴。 

ヤクルトレディは配達・集金という高頻度の接点の中で、「いつもと違う」「計算が怪

しい」「元気がない」「育児がしんどそう」などの小さな変化に気づくが、従来はそこ

から先に踏み込めないことがあった。コミュニティナースが販売ステーションに関

わるようになってからは、ヤクルトレディが相談でき、コミュニティナースが本人と

直接コンタクトを取り、本人の価値観や願いに沿ったウェルビーイングプランを立

てて日常の充実につなげる。さらに医療・介護・福祉など地域の専門職と連携すれ

ば、対象はヤクルト顧客に限らず地域全体へと波及しうる。 

 

実践の型は 4 つで整理されている： 

1. 気づく（いつもと違う感情や様子の変化） 

2. つぶやきを拾う（会話から生きがい・願いを見つける）←ここが核心 

3. やってみる（忘れないうちに早く一緒に試す。失敗 OK、トライ＆エラー） 

4. 広がる（願いが実現し、本人・関係者・地域に“嬉しい連鎖”が起きる） 

 

具体例（1）：集金の金額のミス→“絵”と“地域愛”を軸に居場所で実践 

ヤクルトの集金で金額ミスが増えたことをヤクルトレディが異変として察知し、コミ

ュニティナースが訪問。家には絵が多く飾られており、本人は明石が大好きで、地

域の知識を人に話して喜ばれることが生きがいだと分かった。そこで月 1 回のス

テーションの居場所（「ときのまち明石」）で、本人の絵を飾り、解説してもらう実践

を開始。物忘れ（認知症の兆候）があってもそこだけに注目せず、生きがいの実現

を基点に関わったことで表情や活動が活発化し、結果として認知症の進行が緩や

かになった（むしろ改善したように見える）という変化が語られている。 

※ここで強調されているのは、「症状への対応」より前に、本人が“何か一緒にやろ

う”と思える状態をつくる難しさと価値。 



 

具体例（2）：播磨町での連携——ヤクルトレディが握る生活課題情報の強み 

アンケート等から、ヤクルトレディは 1 人あたり 20〜25 件を定期訪問する中で平

均 13 名程度について生活課題・ニーズを把握していること、さらに介護保険利用

者などの情報も相当掴んでいることが示された。これを踏まえた協働メリットは 2

点： 

• 介護認定に至る前に、地域で健康寿命を延ばす取組ができ、住み慣れた地

域で元気に過ごす期間を延ばせる可能性 

• 退院後に介護保険や施設入所へ移行しそうな層など、医療・介護・福祉の関

係者（民生委員、も含む）と連携して、必要時に早期に居場所や申請へつな

ぐことで、症状の悪化や医療費、介護保険料など支出の増加を抑制できる

可能性 

  



 

【深堀質問部分の要約】 

 

① 非専門職の「目」をどう磨き、情報を吸い上げているのか？ 

• 鍵は「週 1 回・同じ曜日・同じ時間」での継続訪問 

月 1 回や半年 1 回では見えない、“いつもとの違い”が見える。 

例： 

o 「今までこうだったのに今日は違う」 

o 「今日は元気がない」 

o 「逆にすごく嬉しそう、何があった？」 

こうした微細な変化（医学的・社会的に重要になり得るサイン）に自

然と気づけるようになる。 

• 仕組みとして「週 1 回のワークシェア（情報共有の場）」がある 

各担当者が気づいたこと・気になったことを持ち寄り、共有することで、 

o 重要な変化の見落としを減らす 

o 気づきの質を上げる（他者の視点から学ぶ） 

o “異変”を情報として組織に吸い上げる 

という形になっている。 

→ 個人の観察力 × 場（ワークシェア）でトリアージの前段が回る、

という構図。 

 

② なぜ「ビジネス」として成立させているのか？（看護師を起用する理由・メリット） 

• 表面的には「顧客ロイヤルティ」もある 

コミュニティナースがいるステーションでは、 

ヤクルトレディのコミュニケーションの“きっかけ”として作用し、購入につな

がるケースもある。 

• ただし“主目的はヤクルトレディへの安心と信頼(ヤクルトレディのウェルビ

ーイング実現)”だと説明している 

店長経験の中で、ワークシェアで次々に出てくる現場の悩み（例：ヤクルトが

余っていそう、生活状況が心配、身体面・身体以外の問題など）に対して、 

現場が「こうした方がいいんじゃない？」の話し合いのみ。具体的にどう対

応すべきか分からない状況があった。 

• 看護師（有資格者）がいることで、判断と対応が“即時に具体化”できる 

o その場で「こう返したらいい」という細やかな回答が得られる 

o 必要ならコミュニティナースが同行して対面対応もできる 

o 結果としてヤクルトレディが安心して地域のお客様対応ができる 



• 持続可能性の軸は「ヤクルトレディのウェルビーイング」 

ヤクルトレディも地域の一員であり、彼女たちが不安なく働くことがヤクル

トレディのモチベーションが上がることはもちろん、地域のウェルビーイング

にもつながる。 

それが結果的にサービス継続・組織の安定（離職抑制、対応品質の安定、信

頼の蓄積）につながる、というロジック。 

 


